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２．都市構造上の課題

2-1 対応が求められる将来の情勢変化
都市構造上の課題を整理するにあたり、本市において特に対応が求められる将来の情勢変化を

以下に整理します。

将来的な人口減少への転換

本市における将来人口は、当面増加するものの、2035（令和 17）年をピークに緩やかな減少に

転じることが予測されています。このような「将来の人口を見据えた持続可能な都市構造の構築」

が求められます。

図：将来人口の見通し（国勢調査及び長久手市将来人口推計結果）
※年齢不詳分を各年齢層に按分
※各年齢階級別の値を小数点以下で四捨五入しているため、合計値と必ずしも一致しない
※グラフは、長久手市将来人口推計結果より作成（「長久手市将来人口推計報告書（2017（平成 29）年３月）」において社人研の推
計より正確な将来人口推計が実施されているため）

※長久手市将来人口推計では本市の実情に鑑みて、推計のために必要な「子ども女性比」と「純移動率」の仮定値を以下のとおり
設定している
子ども女性比：本市の実績（2015（平成 27）年）をもとに、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口-2013

（平成 25）年３月推計-」の子ども女性比を補正した値
純 移 動 率：2015（平成 27）年及び 2010（平成 22）年の国勢調査の実績をもとに算出した純移動数から、大規模開発（2010

（平成 22）年～2014（平成 26）年）による人口増加分を除外した値（今後予定されている開発による人口増加
分は別途推計に加算）

（資料：ながくて未来図（第６次長久手市総合計画））

図：将来人口の見通し

将来
人口
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高齢化の進行

本市における2020（令和２）年の５歳階級別人口をみると、40歳代の人口が多く、特に今後20

年間で 65 歳以上の高齢者になる人口（45～49 歳の人口）が最も多くなっています。このため、

現在は日本一平均年齢が若い本市においても、将来的には高齢者数が増加していくため、「高齢

者にとっても暮らしやすい市街地の形成」が求められます。

図：５歳階級別人口（2020（令和２）年）
（資料：2020（令和２）年国勢調査）

図：65歳以上人口の推移
※年齢不詳を除く（2015(H27)、2020(R2)は不詳補完値を表示）

（資料：国勢調査）
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施設の老朽化

本市の市街化区域は、約８割が土地区画整理事業により整備された市街地であり、こうした地

区の道路、公園、下水道等の都市施設は、今後、土地区画整理事業の地区ごとに老朽化が進むこ

とになります。このため、「高齢化が進む人口動向等も踏まえつつ、適切な維持管理やリニュー

アル等の都市施設の老朽化への対応」が求められます。

※2024（令和６）年１月１日現在

図：土地区画整理事業の状況

（資料：2021（令和３）年度ながくての統計、2016（平成 28）年度都市計画基礎調査）

※2022（令和４）年４月１日現在

図：将来高齢化率（2040（令和 22）年）及び都市公園の整備年代別分布状況
（資料：長久手市資料、国勢調査（統計 GIS データ））

老朽化

地区名 面積（ha） 施行状況 事業年度
①長湫西部土地区画整理事業 158.9 完了 S47～H12
②長湫東部土地区画整理事業 163.5 完了 S48～H5
③長湫下山第一土地区画整理事業 13.6 完了 S53～S56
④長湫中部土地区画整理事業 106.7 完了 S56～H25
⑤岩作第一土地区画整理事業 4.7 完了 H4～H16
⑥長湫南部土地区画整理事業 98.2 完了 H10～H26
⑦長久手中央土地区画整理事業 27.3 完了 H22～R4
⑧下山土地区画整理事業 5.5 施行中 H25～R6
⑨公園西駅周辺土地区画整理事業 20.6 完了 H25～R5
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激甚化・頻発化する災害

近年、豪雨災害が激甚化・頻発化し、

「平成 30 年７月豪雨」、「令和元年東日

本台風」や「令和２年７月豪雨」をは

じめ、毎年のように豪雨災害による被

害が生じています。今後、地球温暖化

の傾向が続いた場合、気象災害の更な

る激甚化・頻発化が予測されます。

（2022（令和４）年版国土交通白書

「序章気候変動に伴う災害の激甚化・

頻発化」から抜粋）

今後、「気象災害の更なる激甚化・頻

発化が予測されている中で、対応を検

討していくこと」が求められます。

図：庄内川水系香流川流域浸水予想図（想定最大規模）
（資料：愛知県資料）

図：津波以外の水害被害額の推移

（資料：2021（令和３）年度版国土交通白書）

※浸水予想図：水防法で指定された河川（洪水予報河川、水位周知河川）において公表されている「洪水浸水想定区域図」
のほか、水防法の指定区間外（上流部や支川）についても浸水リスク情報として愛知県が公表しているもの

災害
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2-2 今後も伸ばしていくべき“長久手らしさ（本市の特長 ）”
都市構造上の課題を整理するにあたり、今後も伸ばしていくべき“長久手らしさ（本市の特

長 ）”を以下に整理します。

住みやすく住み続けたいまち

2022（令和４）年度市民意識調査結果をみると、全体の８割以上が今後も「住み続けたい」と

回答しており、その主な理由として、「愛着があること」、「自然環境がよいこと」、「交通、買物

が便利なこと」などがあげられています。こうした市民ニーズを踏まえ、将来的に人口減少が予

測される中にあっても「選ばれ続ける長久手」であることが求められます。

図：定住意向

（資料：2022（令和４）年度長久手市市民意識調査）

図：住み続けたい理由

（資料：2022（令和４）年度長久手市市民意識調査）

定住
意向
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日本一平均年齢が若いまち

本市は2020（令和２）年国勢調査によると平均年齢が40.2歳と

日本一平均年齢が若く、子育て世代の人口が多いことが特徴とな

っています。概ね 20 年後の 2040（令和 22）年の５歳階級別人口

では、現在の子どもが成人することにより、進学や就職のタイミ

ングを迎える 20歳代前半の人口が突出して多くなります。そのた

め、「現在の子どもが大人になっても、引き続き本市で住み続け

たいと思ってもらえるまちづくり」が求められます。さらに、30

～40 歳代の人口が概ね 20 年後において少なくなると予想されて

おり、「本市に住んでみたい又は子育てがしたいと思ってもらえ

るまちづくり」も必要です。

また、本市は４つの大学（愛知県立芸術大学、愛知医科大学、愛知淑徳大学、愛知県立大学）

及び２つの高校（長久手高等学校、栄徳高等学校）が立地しており、「学生が多いこと」も特徴

であり、こうした教育機関と連携したまちづくりを進めることができる環境を有しています。

図：５歳階級別人口（2020（令和２）年）
（資料：2020（令和２）年国勢調査）

図：５歳階級別人口（2040（令和22）年）
（資料：長久手市将来人口推計結果）

若い
世代

※長久手市将来人口推計では本市の実情に鑑みて、推計のために必要な「子ども女性比」と「純移動率」の仮定値を以下のとおり設定している
子ども女性比：本市の実績（2015（平成 27）年）をもとに、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口-2013（平成 25）

年３月推計-」の子ども女性比を補正した値
純 移 動 率：2015（平成 27）年及び 2010（平成 22）年の国勢調査の実績をもとに算出した純移動数から、大規模開発（2010（平成 22）

年～2014（平成 26）年）による人口増加分を除外した値（今後予定されている開発による人口増加分は別途推計に加算）

全国市町村の平均年齢

愛知県市町村の平均年齢

（資料：2020（令和２）年国勢調査）

順位 平均年齢 全国市町村

１位 40.15 長久手市（愛知県）

２位 40.19 新宮町（福岡県）

３位 40.63 南風原町（沖縄県）

４位 40.77 粕屋町（福岡県）

５位 40.85 中城村（沖縄県）

順位 平均年齢 県内市町村

１位 40.15 長久手市

２位 42.33 みよし市

３位 42.36 高浜市

４位 42.62 幸田町

５位 42.75 日進市
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豊かな自然環境に気軽にアクセスできるまち

本市西部は、土地区画整理事業等により都市基盤が整った良好な住宅地が整備された地域、東

部は丘陵地や愛・地球博記念公園といった豊かな自然環境が多く残る地域となっており、便利な

生活を送りながら、豊かな自然に気軽にアクセスできる都市構造となっています。こうした住宅

地の身近に豊かな自然環境がある都市構造を活かし、自然環境と利便性の両立や、豊かな自然環

境の中で子育てをしたい等、「自然に親しむ暮らしを志向する世帯に選ばれるまちづくり」が求

められます。

図：長久手市の自然環境
（資料：ながくての自然（2019（令和元）年））

市民主体のまちづくりを目指すまち

本市の最上位計画である、ながくて未来図(第６次長久手市総合計

画)は、市民主体のまちづくりが文化として定着するよう、多くの

市民に役割を担ってもらう（＝種を蒔く）ことに主眼を置き策定し

ており、基本目標の一つに「「やってみたい」でつながるまち」を

掲げ、市民一人ひとりの興味に応じた「やってみたい」ことを応援

することにより、さらに人と人がつながるまちを目指すこととして

います。

また、本市においては、「長久手市みんなでつくるまち条例」を 2018

（平成 30）年に施行し、市民主体のまちづくりを進めてきました。

こうした本市の取組を活かし、「市民のニーズを把握しつつ、市民と

力を合わせてまちづくりを進めていくこと」が求められます。

豊かな
自然

市民
主体

（資料：長久手市 HP）
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ゼロカーボンシティ宣言

本市では、2022（令和４）年

１月４日にゼロカーボンシティ

宣言を行い、第４次長久手市環

境基本計画に基づき、2050（令

和 32）年カーボンニュートラル

（温室効果ガス排出実質ゼロ）

を目指すこととしています。こ

うしたカーボンニュートラルに

関する取組を展開することは、

みどり豊かで住みやすい長久手

のまちを次世代に引き継いでい

くために重要です。このため、

「まちづくりの立場からもゼロ

カーボンシティの実現に向けた

対応」が求められます。

（資料：長久手市 HP）

津波や高潮の心配がなく洪水の浸水も限定的なまち

本市は海に面しない内陸部に位置し、津波や高潮による被害は想定されていません。また、市

の一部で土砂災害や洪水による浸水が想定されていますが、限定的な地域となっています。この

ため、こうした安全性の高さを活かして本市を居住地として選択し続けてもらうため、「市民の

安心・安全な暮らしに向けた対応を検討していくこと」が求められます。

ゼロカ

ーボン

災害の

安全性
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2-3 取り組むべき都市構造上の課題の整理
対応が求められる将来の情勢変化や今後も伸ばしていくべき“長久手らしさ（本市の特長 ）”

を踏まえ、本市における都市構造上の課題を以下に整理します。

コンパクトで高い人口集積による生活利便施設の維持・充実

本市における市街化区域内の人口密度は、2020（令和２）年で 69.2 人/ha と高い水準であり、

また、人口の約 86％が市街化区域内に居住しており、コンパクトな市街地が形成されています。

将来的に人口減少に転じることが予測される中においても、これまで形成してきた人口集積の高

いコンパクトな市街地を維持し、日常的な都市機能の身近な立地や、地域における交流機能の形

成を促すなど、今後、高齢者が増加する中でも便利な生活を送ることができるよう生活利便施設

の維持・充実が必要です。

※年齢不詳を含む

図：人口密度（2020（令和２）年）

（資料：2020（令和２）年国勢調査小地域データよりコーホート要因法で推計）

将来

人口
高齢化

定住

意向

若い

世代
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多くの人が利用する魅力的な拠点とネットワークづくり

長久手市都市計画マスタープランの将来都市構造では、長久手古戦場駅及び長久手市役所周辺

がさらなる都市機能の充実を図る都市機能複合拠点、杁ヶ池公園駅及び公園西駅周辺が市民の日

常的生活を支える商業、サービス機能等の集積を目指す生活交流拠点、長久手市文化の家及び長

久手市中央図書館周辺が文化面からの交流機能の充実を目指す文化交流拠点に位置づけられてお

り、こうした拠点においては市内外から多くの人が利用する魅力的で便利な拠点の形成を図る必

要があります。また、長久手市地域公共交通計画と連携し、高齢者をはじめとする市民が公共交

通を利用して市全域から拠点にアクセスすることが容易となるような施策の展開が必要です。

図：将来都市構造図

図：地域ごとの取組の方向性（地域公共交通計画）

老朽化
豊かな
自然

ゼロカ
ーボン

定住
意向
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高齢化を踏まえた都市施設の維持・更新

本市の市街化区域は約８割が土地区画整理事業により整備されているため、道路、公園、下水

道等の都市施設の老朽化が土地区画整理事業の地区ごとに進むとともに、各事業区域では同世代

の人口が同時期に転入したことにより、高齢者も同時期に増加していくことが考えられます。こ

うした地域においては、都市施設に求められる機能が変わっていくことも考えられるため、高齢

化等の人口動向を踏まえた都市施設の維持・更新が必要です。

図：都市公園年代別整備状況
※2022（令和４）年４月１日現在

（資料：長久手市資料）

※2024（令和６）年１月１日現在

図：土地区画整理事業の状況

（資料：2021（令和３）年度ながくての統計、2016（平成 28）年度都市計画基礎調査）

老朽化高齢化
定住

意向

地区名 面積（ha） 施行状況 事業年度
①長湫西部土地区画整理事業 158.9 完了 S47～H12
②長湫東部土地区画整理事業 163.5 完了 S48～H5
③長湫下山第一土地区画整理事業 13.6 完了 S53～S56
④長湫中部土地区画整理事業 106.7 完了 S56～H25
⑤岩作第一土地区画整理事業 4.7 完了 H4～H16
⑥長湫南部土地区画整理事業 98.2 完了 H10～H26
⑦長久手中央土地区画整理事業 27.3 完了 H22～R4
⑧下山土地区画整理事業 5.5 施行中 H25～R6
⑨公園西駅周辺土地区画整理事業 20.6 完了 H25～R5
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若い世代に向けた魅力的な都市環境や子育て環境の確保

本市は日本一平均年齢が若く（2020（令和２）年国勢調査）、子育て世代の人口が多い都市であ

り、子育て支援施設の適切な配置や豊かな自然環境を活かした環境学習の場の提供等、子育て環

境の維持・充実を図っていくことが必要です。このような充実した子育て環境により成長する次

世代が本市に愛着を持ち、進学等により一時的に市外で暮らしたとしても、将来も本市に住み続

けたいと思ってもらえるよう魅力的な住環境を確保していくことも必要です。

また、本市の特長である、豊かな自然に気軽にアクセスできるという都市構造を維持すること

で、今後も、自然に親しむ暮らしを志向する世帯等に選ばれるまちづくりが必要です。

さらに、本市には４つの大学（愛知県立芸術大学、愛知医科大学、愛知淑徳大学、愛知県立大

学）及び２つの高校（長久手高等学校、栄徳高等学校）が立地しており、豊かな学生生活を送る

ことができるまちづくりが必要です。教育機関や学生等と協働し、都市空間の魅力向上等に向け

て、一緒に考え、実践しながらまちづくりを進めることも必要です。

図：子育て支援施設（保育園・幼稚園）及び大学・高校の分布状況
※2022（令和４）年４月１日現在

（資料：長久手市 HP）

写真：自然環境学習、田植え体験

（資料：長久手市 HP）
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激甚化・頻発化する災害を踏まえた防災・減災対策

本市においては、香流川の想定し得る最大規模の降雨により浸水が予想される区域が市街化区

域の一部にあります。また、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域についても指定されてい

る地区があります。こうした区域は限定的な範囲であり、ソフト対策も含めた個別の対応が必要

です。さらに、自然環境が有する貯水機能を引き続き保つために、本市東部の丘陵地や農地等の

豊かな自然環境を保全することが必要です。

図：庄内川水系香流川流域浸水予想図（想定最大規模）（再掲）
（資料：愛知県資料）

図：土砂災害警戒区域等の分布状況
（資料：愛知県オープンデータ（マップあいち公開データ））

災害

※浸水予想図：水防法で指定された河川（洪水予報河川、水位周知河川）において公表されている「洪水浸水想定区域図」のほか、
水防法の指定区間外（上流部や支川）についても浸水リスク情報として愛知県が公表しているもの
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